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【発行日】平成27年1月15日(2015.1.15)

【公開番号】特開2014-79621(P2014-79621A)
【公開日】平成26年5月8日(2014.5.8)
【年通号数】公開・登録公報2014-023
【出願番号】特願2013-202471(P2013-202471)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月20日(2014.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　前記有利状態に制御するか否かを決定する決定手段と、
　前記決定手段の決定結果を示す演出結果を導出する表示演出を実行する表示演出実行手
段と、
　前記有利状態に制御されることを予告する予告演出として、前記表示演出が開始されて
から演出結果が導出されるまでに複数の予告演出を実行可能な予告演出実行手段と、
　前記予告演出実行手段により実行可能な複数の予告演出のうち第１予告演出を選択する
第１選択手段と、
　前記第１選択手段により選択された前記第１予告演出と予め対応付けられた第１予告特
定用データを設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された第１予告特定用データに基づいて、前記予告演出実行手
段により実行可能な複数の予告演出のうち第２予告演出を選択する第２選択手段とを備え
、
　前記第１予告演出を実行する演出装置により該第１予告演出以外の演出が実行されるこ
とで該第１予告演出が実行不能となる場合でも、前記第１選択手段は前記第１予告演出を
選択して、前記設定手段は該第１予告演出と対応付けられた第１予告特定用データを設定
し、
　前記第２予告演出の選択割合が異なる複数の予告演出分類のいずれかに決定する分類決
定手段をさらに備え、
　前記第２選択手段は、前記分類決定手段により決定された前記予告演出分類に基づいて
、前記第２予告演出を選択する、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
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　本発明は、パチンコ遊技機等の遊技機に係り、詳しくは、遊技者にとって有利な有利状
態に制御可能な遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本願発明に係る遊技機は、遊技者にとって有利な有利状態（
例えば大当り遊技状態など）に制御可能な遊技機（例えばパチンコ遊技機１など）であっ
て、前記有利状態に制御するか否かを決定する決定手段（例えばステップＳ２４０、Ｓ２
４１の処理を実行する遊技制御用マイクロコンピュータ１００のＣＰＵ１０３など）と、
前記決定手段の決定結果を示す演出結果を導出する表示演出を実行する表示演出実行手段
と、前記有利状態に制御されることを予告する予告演出として、前記表示演出が開始され
てから演出結果が導出されるまでに複数の予告演出を実行可能な予告演出実行手段（例え
ばステップＳ４６４の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記予告演出実
行手段により実行可能な複数の予告演出のうち第１予告演出（例えば変動開始時予告、全
図柄変動中予告、図柄減速時予告、リーチ成立後予告のいずれかなど）を選択する第１選
択手段（例えばステップＳ５０３～Ｓ５０５、Ｓ５０９の処理のいずれかを実行する演出
制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記第１選択手段により選択された前記第１予告演出と予
め対応付けられた第１予告特定用データ（例えば変動開始時予告のカテゴリ情報など）を
設定する設定手段（例えばステップＳ６０２の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０な
ど）と、前記設定手段により設定された第１予告特定用データに基づいて、前記予告演出
実行手段により実行可能な複数の予告演出のうち第２予告演出（例えば全図柄変動中予告
、図柄減速時予告、リーチ成立後予告、リーチ発展時予告のいずれかなど）を選択する第
２選択手段（例えばステップＳ５０４、Ｓ５０５、Ｓ５０９、Ｓ５１３の処理のいずれか
を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）とを備え、前記第１予告演出を実行する演出装
置により該第１予告演出以外の演出が実行されることで該第１予告演出が実行不能となる
場合でも、前記第１選択手段は前記第１予告演出を選択して、前記設定手段は該第１予告
演出と対応付けられた第１予告特定用データを設定し（例えばステップＳ５０３～Ｓ５０
５、Ｓ５０９の処理は、変動パターンなどに基づくステップＳ４６２における判定結果に
かかわらず実行される部分など）、前記第２予告演出の選択割合が異なる複数の予告演出
分類のいずれかに決定する分類決定手段をさらに備え、前記第２選択手段は、前記分類決
定手段により決定された前記予告演出分類に基づいて、前記第２予告演出を選択する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　このような構成によれば、第１予告演出が実行不能となる場合でも第１予告演出が選択
され、その第１予告演出と対応付けられた第１予告特定用データに基づいて第２予告演出
が決定される。これにより、第１予告演出が実行不能となる場合でも、第２予告演出の決
定結果が単調になることを防止できる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
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　（１）　なお、本願に係る遊技機は、各々を識別可能な複数種類の識別情報（例えば特
別図柄や飾り図柄など）の可変表示を行い表示結果を導出する可変表示手段（例えば第１
及び第２特別図柄表示装置４Ａ，４Ｂや、画像表示装置５など）を備え、予め定められた
特定表示結果（例えば大当り図柄や大当り組合せの確定飾り図柄など）が導出されたとき
に、遊技者にとって有利な特定遊技状態（例えば大当り遊技状態など）に制御する遊技機
（例えばパチンコ遊技機１など）であって、前記特定遊技状態に制御するか否かを、識別
情報の表示結果が導出される以前に決定する事前決定手段（例えばステップＳ２４０、Ｓ
２４１の処理を実行する遊技制御用マイクロコンピュータ１００のＣＰＵ１０３など）と
、識別情報の可変表示が開始されてから表示結果が導出されるまでに、前記特定遊技状態
となる可能性を予告する複数の予告演出を実行可能な予告演出実行手段（例えばステップ
Ｓ４６４の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記予告演出実行手段によ
り実行可能な複数の予告演出のうち第１予告演出（例えば変動開始時予告、全図柄変動中
予告、図柄減速時予告、リーチ成立後予告のいずれかなど）を選択する第１予告演出選択
手段（例えばステップＳ５０３～Ｓ５０５、Ｓ５０９の処理のいずれかを実行する演出制
御用ＣＰＵ１２０など）と、前記第１予告演出選択手段により選択された前記第１予告演
出と予め対応付けられた第１予告特定用データ（例えば変動開始時予告のカテゴリ情報な
ど）を設定する第１予告特定用データ設定手段（例えばステップＳ６０２の処理を実行す
る演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記第１予告特定用データ設定手段により設定され
た第１予告特定用データに基づいて、前記予告演出実行手段により実行可能な複数の予告
演出のうち第２予告演出（例えば全図柄変動中予告、図柄減速時予告、リーチ成立後予告
、リーチ発展時予告のいずれかなど）を選択する第２予告演出選択手段（例えばステップ
Ｓ５０４、Ｓ５０５、Ｓ５０９、Ｓ５１３の処理のいずれかを実行する演出制御用ＣＰＵ
１２０など）と、所定の第１予告禁止条件が成立したときに、前記予告演出実行手段によ
る前記第１予告演出の実行を禁止する第１予告演出禁止手段（例えばステップＳ４６２に
おけるＹｅｓの判定に基づいて、ステップＳ４６３、Ｓ４６４の処理を実行しない演出制
御用ＣＰＵ１２０など）とを備え、前記第１予告演出は、前記特定遊技状態となる可能性
に応じた台詞を所定のキャラクタが発する台詞予告演出（例えば図３４の下段に示すよう
な予告演出など）であり、前記第１予告演出禁止手段により前記台詞予告演出の実行が禁
止されるときでも、前記第１予告演出選択手段は前記台詞予告演出を選択して、前記第１
予告特定用データ設定手段は該台詞予告演出と対応付けられた台詞予告特定用データを設
定し、当該台詞予告特定用データに基づいて、前記第２予告演出選択手段は前記第２予告
演出を選択してもよい（例えばステップＳ５０３～Ｓ５０５、Ｓ５０９の処理は、変動パ
ターンなどに基づくステップＳ４６２における判定結果にかかわらず実行される部分など
）。
　このような構成によれば、第１予告禁止条件が成立して第１予告演出である台詞予告演
出の実行が禁止されるときでも台詞予告演出が選択され、その台詞予告演出と対応付けら
れた台詞予告特定用データに基づいて第２予告演出が決定される。これにより、台詞予告
演出の実行が禁止される場合でも、第２予告演出の決定結果が単調になることを防止でき
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　（２）　あるいは、本願に係る遊技機は、各々を識別可能な複数種類の識別情報（例え
ば特別図柄や飾り図柄など）の可変表示を行い表示結果を導出する可変表示手段（例えば
第１及び第２特別図柄表示装置４Ａ，４Ｂや、画像表示装置５など）を備え、予め定めら
れた特定表示結果（例えば大当り図柄や大当り組合せの確定飾り図柄など）が導出された
ときに、遊技者にとって有利な特定遊技状態（例えば大当り遊技状態など）に制御する遊
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技機（例えばパチンコ遊技機１など）であって、前記特定遊技状態に制御するか否かを、
識別情報の表示結果が導出される以前に決定する事前決定手段（例えばステップＳ２４０
、Ｓ２４１の処理を実行する遊技制御用マイクロコンピュータ１００のＣＰＵ１０３など
）と、識別情報の可変表示が開始されてから表示結果が導出されるまでに、前記特定遊技
状態となる可能性を予告する複数の予告演出を実行可能な予告演出実行手段（例えばステ
ップＳ４６４の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記予告演出実行手段
により実行可能な複数の予告演出のうち第１予告演出（例えば変動開始時予告、全図柄変
動中予告、図柄減速時予告、リーチ成立後予告のいずれかなど）を選択する第１予告演出
選択手段（例えばステップＳ５０３～Ｓ５０５、Ｓ５０９の処理のいずれかを実行する演
出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記第１予告演出選択手段により選択された前記第１予
告演出と予め対応付けられた第１予告特定用データ（例えば変動開始時予告のカテゴリ情
報など）を設定する第１予告特定用データ設定手段（例えばステップＳ６０２の処理を実
行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、前記第１予告特定用データ設定手段により設定
された第１予告特定用データに基づいて、前記予告演出実行手段により実行可能な複数の
予告演出のうち第２予告演出（例えば全図柄変動中予告、図柄減速時予告、リーチ成立後
予告、リーチ発展時予告のいずれかなど）を選択する第２予告演出選択手段（例えばステ
ップＳ５０４、Ｓ５０５、Ｓ５０９、Ｓ５１３の処理のいずれかを実行する演出制御用Ｃ
ＰＵ１２０など）と、所定の第１予告禁止条件が成立したときに、前記予告演出実行手段
による前記第１予告演出の実行を禁止する第１予告演出禁止手段（例えばステップＳ４６
２におけるＹｅｓの判定に基づいて、ステップＳ４６３、Ｓ４６４の処理を実行しない演
出制御用ＣＰＵ１２０など）とを備え、前記第２予告演出は、前記特定遊技状態となる可
能性に応じた台詞を所定のキャラクタが発する台詞予告演出（例えば図３４の下段に示す
ような予告演出など）であり、前記第１予告演出禁止手段により前記第１予告演出の実行
が禁止されるときでも、前記第１予告演出選択手段は前記第１予告演出を選択して、前記
第１予告特定用データ設定手段は該第１予告演出と対応付けられた第１予告特定用データ
を設定し、当該第１予告特定用データに基づいて、前記第２予告演出選択手段は前記台詞
予告演出を選択してもよい（例えばステップＳ５０３～Ｓ５０５、Ｓ５０９の処理は、変
動パターンなどに基づくステップＳ４６２における判定結果にかかわらず実行される部分
など）。
　このような構成によれば、第１予告禁止条件が成立して第１予告演出の実行が禁止され
るときでも第１予告演出が選択され、その第１予告演出と対応付けられた第１予告特定用
データに基づいて台詞予告演出が決定される。これにより、第１予告演出の実行が禁止さ
れる場合でも、台詞予告演出の決定結果が単調になることを防止できる。
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